
144

中
図
詩
文
論
叢

第
十
九
集

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
江
樺
補
訂

(十
二
)

-

付

･
菅
野
穏
行

『和
漢
朗
詠
集
』
詩
法
質
疑
･-

･1れ

●
二
二
三
番

白
居
易

｢薯
に
立

つ
｣
｢大
底
四
時
心
惣
苦
､
就
中
腸

断
是
秋
天
｣

か
ナ
r

き

○
元
和
九
年

(八

一
四
)
の
秋
､
作
者
四
十
三
歳
､
華
州
下
郡
解
義

L
ん
き
ょう

津

郷
に
属
す
る
金
氏
村

(四
十
軒
あ
ま
り
の
村
'
通
栴

｢澗
村
｣｡
部
長
安

の
東
北
約
七
十
キ
ロ
)
で
の
作

(花
房
･
朱
)｡
元
和
六
年
四
月
三
日
､
母

親
が
都
長
安
で
残
す
る
と
､
白
居
易
は
た
だ
ち
に
こ
の
金
氏
村
に
退
居

し
て
喪
に
服
し
､
元
和
八
年
の
夏
､
三
年
の
喪
を
終
え
た
｡
し
か
し
そ

の
後

一
年
以
上
過
ぎ
て
も
､
京
官
に
復
蹄
で
き
な
か
っ
た
｡
こ
れ
は
､

左
拾
遺

･
翰
林
学
士
在
任
中
の
､
政
治
や
吐
合
に
封
す
る
辛
殊
な
批
判

が
た
た
り
､
宰
相
李
吉
甫
を
中
心
と
す
る
富
時
の
政
界
事
情
が
彼
の
復

(i

蹄
を
は
ば
ん
で
い
た
ら
し
い
｡

一
緒
に
喪
に
服
し
て
い
た
弟
の
行
簡
は
､

ろ
わ
ん

本
詩
の
作
成
さ
れ
る
直
前
の
五
､
六
月
ご
ろ
､
釧
南
東
川
節
度
使
慮
糖

の
幕
僚
と
な
っ
て
金
氏
村
を
去

っ
て
い
る
｡
本
詩
は
､
な
か
な
か
復
官

植

木

久

行

で
き
な
い
不
安
と
焦
燥
の
な
か
で
の
作
｡
本
詩
の
起
句
に
､
｢黄
昏
濁

ヽ
ヽ

り
立

つ

価
堂
の
前
｣
と
あ
る
｡
若
-
し
て
夫
を
失
い
､
自
家
の
苦
し

い
生
活
の
犠
牲
と
な

っ
て
死
ん
だ
母
親
と
､
下
郡
に
退
居
し
た
年
に
天

き
んら
ん

折
し
た
最
愛
の

7
人
娘
､
金

撃

を
追
憶
す
る
悲
し
み
が
､
本
詩
の
底
流

を
な
し
て
い
よ
う
｡

渡
連
信

一
郎

｢
白
居
易
の
斬
心悦
-
唐
未
墾
革
期
に
お
け
る
農
業
構
造
の

(りこ

脊
展
と
下
級
宮
人
暦
-
｣
は
､
白
詩
を
踏
ま
え
て
こ
う
い
う
｡
｢白
居
易

の
家
は
､
こ
の
金
氏
村
の
南
端
に
あ

っ
た
｡
そ
の
門
は
､
滑
水
の
察
渡

の
渡
し
場

(渇
水
の
南
岸
)
に
面
し
､
滑
水

へ
は

一
五

〇
m
は
ど
の
距

離
に
あ

っ
た
｡
そ
こ
か
ら
南
方
や
や
東
よ
り
に
眼
を
韓
ず
れ
ば
､
更
に

I)rJ

華
山
の
連
峰
が
見
わ
た
せ
る
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
門
の
ま
わ
り
に
緑

･
柳

･

マ
マ

椀

･
桃

･
桑

･
椙
な
ど
の
木
立
を
配
し
､
そ
の
中
に
茅
ぶ
き
五
､
六
間

の
家
屋
が
営
ま
れ
て
い
る
｡
木
立
に
囲
ま
れ
､
の
ち
に
二
十
間
に
増
築
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さ
れ
る
草
堂
は
､
金
氏
村
に
あ

っ
て
は
､
や
は
り
人
目
を
ひ
く
も
の
で

あ

っ
た
で
あ
ろ
う
｣
と
｡

前
掲
起
句
の

｢価
堂
｣
は
未
詳
｡
金
氏
村
内
の
併
堂

(備
像
を
安
置

す
る
建
物
)
付
近
を
散
策
し
て
の
作
か
｡
書
陵
郡
本

『朗
詠
抄
』
に
は
､

｢遊
覧
ノ
詩
也
｣
と
い
う
｡
白
居
易
の
詩

(｢代
書
詩

一
百
韻
､
寄
微
之
｣

〔巻
13
〕)
の
原
注
に
､
｢
開
元
戟

(都
島
安
城
内
の
道
徳
坊
に
あ
っ
た
道
観
)

ヽ
ヽ

の
西
北
の
院
は
､
即
ち
階
の
時
の
龍
村
の
併
堂
な
り
｡
吉
相

一
株
有
り

て
､
今
に
至
る
ま
で
存
す
｣
と
見
え
る
用
例
も
､
参
考
に
な
ろ
う
｡
石

I.{
J

川
忠
久

『
N
H
K
漢
詩
を
よ
む

白
楽
天
』
に
は
､
｢
あ
る
寺
に
遊
ん

(!1)

で
作

っ
た
も
の
｣
と
い
う
｡

ち
な
み
に
､
下
郡
の
白
居
易
宅
に
関
し
て
は
､
『大
清

(嘉
慶
重
修
)

一
統
志
』
巻
二
二
八
､
西
安
府
二
､
古
蹟
の
怪
に
､
｢
沼
南
螺
の
東
北

.∵･l

に
在
り
｡
-
-

『
鯖
志
』
に
､
宅
は
故
の
下
郎
願
の
東
の
紫
蘭
村
に

在
り
｡
楽
天
の
南
園
有
り
て
､
宅
の
南
に
在
り
｡
金
の
時
に
至
り
て
､

右
氏
の
園
と
残
る
｣
と
い
う
｡
文
中
の
紫
蘭
村
の
名
は
､
現
在
す
で
に

失
わ
れ
た
｡
左
忠
誠

｢白
居
易
故
宅
考
樺
｣
(『文
博
』

一
九
八
五
年
四
期
)

は
､
滑
河
の
南
速
や
墓
誌

･
地
志
な
ど
を
総
合
的
に
考
え
て
､
白
居
易

の
住
ん
だ

｢
澗
村
｣
(金
氏
村
)
の
位
置
を
､
沼
南
市

(滑
河
の
南
岸
の

(一つ)

地
を
含
む
)
上
太
荘
村
の
西
南
､
周
囲

一
高
平
方
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内

に
比
定
す
る
｡
富
地
は
､
現
在
の
沼
南
市
直
の
東
北
約
十
二
キ
ロ
､
潤

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
注
揮
補
訂

(十
二
)
(植
木
)

↑卜＼

水
の
北
岸
の
地
で
あ
る
｡

○

〔大
底
〕

宋
版

『自
民
文
集
』
以
下
､
｢大
抵
｣
に
作
る
が
､
大

底
と
大
抵
は
通
用
す
る
｡
平
岡

･
今
井
編

『索
引
』
に
よ
れ
ば
､
大
底

は
二
例
､
大
抵
は
本
例
を
含
め
て
六
例
を
数
え
る
｡
宇
野
明
霞

(も
と

揮
大
典
)
撰

『詩
語
解
』
巻
下
に
は
､
｢大
抵

･
大
底
､
j出
に
概
括

(
ス

ベ
ク
ク
ル
)
な
り
｣
と
あ
り
､
宇
野
明
霞
原
撰

･
樺
大
典
剛
補

『
詩
家

推
蔽
』
巻
下
に
､
大
抵

･
大
都
は
､
と
も
に

｢概
括
シ
テ
ィ
フ
蔚
｣
と

あ
る
よ
う
に
､
お
よ
そ
､
要
す
る
に
の
意
｡
王
瑛

『詩
詞
曲
語
前
例
樺
』

(増
訂
本
)
も
､
推
測
を
表
す
通
常
の

｢大
致
｣
｢大
約
｣
と
は
異
な
る
､

｢繰
之
｣
(要
す
る
に
'
つ
ま
り
)
の
用
法
を
指
摘
す
る
｡
白
詩

｢桃
杏
を

ヽ
ヽ

種
う
｣
(奄
18
)
の
､
｢海
角
と
天
涯
と
を
論
ず
る
無
く
､
大
抵
心
安
け

れ
ば

印
ち
是
れ
家
｣
な
ど
は
､
上
旬
を
受
け
て
総
括
す
る
大
抵

(大

底
)
の
用
法
を
よ
-
示
す
例
で
あ
る
｡
こ
の
意
味
で
､
お
お
よ
そ

(西

村
富
美
子

『白
楽
天
』)､
お
お
む
ね

(岡
村

『文
集
』
三
)､
大
髄
に
お
い

(-
)

て

(菅
野
穫
行

『和
漢
朗
詠
集
』
)
な
ど
､
誤
解
さ
れ
や
す
い
口
語
講
は

避
け
て
､
｢
お
よ
そ
｣
(川
口
文
韓
本
)
な
ど
と
諾
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

古
訓

｢
お
は
む
ね
｣
｢
お
は
よ
そ
｣
も
､
総
じ
て
､
お
よ
そ
の
意
で
あ

る
｡

(A

○

〔四
時
〕

春
夏
秋
冬
の
こ
と
｡
四
季

･
四
序
と
は
ぼ
同
意
｡

○

〔惣
〕

宋
版

･
那
波
本
に
は

｢捻
｣
に
作
る
が
'
い
ず
れ
も

｢練
｣
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中
国
詩
文
論
叢

第
十
九
集

(1･)

と
通
用
す
る
｡
太
田
辰
夫

『中
国
語
歴
史
文
法
』
に
は
､
纏
を

｢
あ
つ

め
る
'

つ
か
ね
る
'
す
べ
る
な
ど
の
意
か
ら
す
べ
て
'
み
な
の
意
に
韓

じ
た
も
の
｡
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
は
背
の
頃
か
ら
見
え
る
｣
と

し
て
'
陶
潜

｢子
を
責
む
｣
詩
を
引
-
｡
ち
な
み
に
'
輯
句
は
本
来
'

●

C
ヽ
ヽ

●

｢
大
底

四
時
惣

心

苦
｣
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
'
平
灰
の
関
係
か
ら
惣

〇

す
へ

と
心
を
特
例
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡

つ
ま
り

｢
四
時
惣
て
｣
の
意
｡

○

〔苦
〕

悲
傷

･
愁
苦
の
意
｡
深
く
胸
を
ゆ
さ
ぶ
る
意
と
し
て
も

捉
え
ら
れ
る
｡
園
舎
囲
書
館
本

『
和
漢
朗
詠
注
』
に
は
､
｢苦
者
､
感

也
｣
と
し
て
い
う
'
｢
四
季

ハ
何
レ
モ
感
多
ケ
レ
ト
モ
'
秋

ハ
'
草
木

ほら
わ

董
落
シ
テ
'
盛
者
必
衰
ノ
色
ヲ
示
ス
故

二
㌧
腹

タ

ヲ
断
-
云
也
｣
と
｡

○

〔就
中
〕

菖
訓
は

｢
コ
ノ
ウ
チ
｣
｢
コ
ノ
ナ
カ
｣
'
現
在
は

一
般

に

｢
ナ
カ
ン
ヅ
ク
｣
と
訓
む
｡
た
だ
し

『六
注
』
は

｢中

二
就
イ
テ
｣

と
訓
む
｡
『詩
家
推
融
』
巻
下
に
､
｢其
中
ノ
最
ナ
ル
所
ヲ
イ
フ
語
｣
と

あ
る
よ
う
に
､
｢
そ
の
中
に
て
最
も
｣
(柿
村

『考
讃
』)'
｢
な
か
で
も
ひ

と
き
わ
｣
(川
口
)
な
ど
の
意
｡
王
瑛

『
詩
詞
曲
語
前
例
樺
』
は
'
就

中
の
用
法
を
､
①
範
囲
を
表
す

｢其
中
｣
'
②
場
所
を
表
す

｢其
聞
｣

(そ
こ
'
そ
の
あ
た
り
)'
③
時
間
を
表
す

｢其
時
｣
の
三
つ
に
分
け
て
考

(i
)

察
す
る
｡
こ
こ
は
'
も
ち
ろ
ん
①
の
用
例
｡
よ
り
古
く
は
'
北
周
の
庚

(ll
)

､
､

信

｢春
日
極
飲
｣
詩
に
'
｢就
中
言
不
酔
､
紅
柚
捧
金
杯
｣
と
あ
り
'

唐
代
に
入

っ
て
多
用
さ
れ
た
｡
白
詩
の
用
例
は
､
本
詩
を
含
め
て
十
四

例
を
数
え
る
｡
そ
の

一
つ
'
｢西
湖
留
別
｣
詩

(巻
23
㌧
後
集
巻
-
)
に

め
′＼

し
た

へ

い
う
'
｢庭
庭

頭
を
廻

ら
せ
ば

轟
く
轡

ふ
堰

き
も
'
就
中

別
れ

はと

難
さ
は

是
れ
湖
の
通
り
｣
と
｡
ち
な
み
に
､
中
唐
の
劉
言
史

｢故
友

う
ノ＼ん

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

子

君

の
集
を
謹
む
｣
詩
に
は
'
｢大

底
従
頭
纏
是
悲
'
就
中
偏
憤

『
築

城
詞
』
｣
と
あ
っ
て
､
本
詩
と
同
様
に
'
大
底
と
就
中
が
封
を
な
す
｡

○

〔腸
断
〕

｢断
腸
｣
と
同
意
｡
平
L<
の
関
係
で
韓
倒
｡
白
詩
に
は
､

本
例
を
含
め
て
十
二
例
あ
り
'
｢夜
雨
に
鈴
を
聞
け
ば

腸
断
の
馨
｣

(｢長
恨
歌
｣)
の
よ
う
に
'
音
馨
に
関
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
｡

こ
こ
で
は
､
承
句
の

｢満
地
の
塊
花

満
樹
の
蝉
｣
を
受
け
て
､
税
覚

と
聴
覚
の
両
面
に
わ
た
る
｡
中
原
健
二

｢唐
詩
に
お
け
る
〟

断
腸
″

I

∴
ご

讃
詞
の
た
め
の
覚
え
書
き
I
･｣
は
､
断
腸
の
語
と
季
節
と
の
結
び
つ
き

を
検
討
し
て
､
こ
う
い
う

(要
約
)
-

六
朝
詩
以
前
の
〟

断
腸
″

(腸
断
を
含
む
)
は
'
秋
と
い
う
季
節
の
な
か
で
の
悲
哀
'
そ
れ
も
窮
旅

や
別
離
'
死
な
ど
の
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
の
悲
哀
を
表
す
言
葉
で
あ
っ

た
が
､
中
唐
以
後
'
特
に
晩
唐
期
に
な
る
と
､
春
と
い
う
温
柔
な
感
覚

に
包
ま
れ
た
な
か
で
の
憂
愁
や
悲
哀
を
取
り
こ
ん
だ
詩
語
と
な
り
､
数

量
的
に
も
春
に
多
用
さ
れ
た
｡
こ
れ
は
'
中
唐
以
降
'
特
に
晩
唐
期
､

傷
春

･
惜
春

･
惜
花
と
い
っ
た
'
春
や
そ
の
景
物
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ

た
心
情
を
〟

断
腸
″

で
表
現
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
た
め
で
あ
る
｡
換

言
す
れ
ば
'
春
は
断
腸
を
喚
起
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
季
節
だ
と
い
う
詩
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的
認
識
が
成
立
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
｡
と
こ
ろ
が
逆
に
､
〟

断

腸
″

と
悲
秋
と
い
っ
た
感
情
を
密
接
に
結
び
つ
け
た
唐
詩
の
用
例
は
ほ

と
ん
ど
な
-
､
白
居
易
の

｢暮
立
｣
詩
の
そ
れ
が
､
例
外
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
､
と
｡
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
｡
や
は
り
本

詩
に
は
肉
親
の
死
を
追
悼
す
る
悲
し
み
が
底
流
し
､
そ
れ
ゆ
え
の
例
外

的
な
用
例
な
の
で
あ
ろ
う
｡
な
お
詩
語

｢断
腸
｣
の
成
立
に
つ
い
て
は
､

(I
)

松
浦
友
久

｢『断
腸
』
考
-
詩
語
と
歌
語

Ⅲ
-
｣
参
照
｡

○
〔是
〕

主
語
と
述
語
を
結
ん
で
､
両
者
が
同
じ
､
も
し
く
は
同

格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
動
詞

(同
動
詞
)､
す
な
わ
ち

｢繋

蔚
｣
(系
詞
)
と
し
て
の
用
法
で
あ
り
､
｢
A
は
B
で
あ
る
｣
と
い
う
判

断
句
を
形
成
す
る
｡

○
〔秋
天
〕

こ
こ
は
白
話
的
用
法
で
､
軍
に

｢秋
｣
の
意
｡
｢秋
の

空
｣
(柿
村

『考
謹
』､
大
曽
根
注
な
ど
)
で
は
な
い
｡
し
か
も

｢天
｣
字

は
韻
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
鮎
に
も
注
意
し
た
い
｡

一
説
に
､

(;
)

｢秋
の
時
節
｣
(天
は
時
節
の
意
)
と
す
る
｡
松
尾
良
樹

｢唐
代
の
語
嚢

(L;I)

に
お
け
る
文
白
異
同
｣
は
､
白
話
と
し
て
の
白
詩
の
用
例
を
､
本
例
以

外
に
も
う

一
つ
､
｢嵩
陽
観
に
て
夜

買
裳
を
奏
す
｣
詩

(巻
27
､
後
集

ヽ
ヽ

金
日
)
の
､
｢開
元
の
遺
曲
は

自
ら
凄
涼
､
況
ん
や
秋
天
に
近
-

調
べ
是
れ
商
な
る
を
や
｣
を
指
摘
す
る

(訓
講
は
引
用
者
)｡
ま
た
松
尾

論
文
が
指
摘
す
る
白
話

｢春
夫
｣
の
用
例
､
｢
呉
苑

四
時

風
景
好

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
注
揮
補
訂

(十
二
)
(植
木
)

()と

さ
も
､
就
中

偏
へ
に
好
き
は

是
れ
春
天
｣
(｢早
春

蘇
州
を
憶
ひ
て

夢
得
に
寄
す
｣)
は
､
本
詩
の
句
型

･
賛
想
と
頬
似
す
る
｡
天
が
韻
字

で
あ
る
鮎
も
同
じ
で
あ
る
｡
そ
の
原
文
を
あ
げ
て
お
く
｡
｢
呉
苑
四
時

風
景
好
､
就
中
偏
好
是
春
天
｣
(巻
31
､
後
集
巻
12
)｡

●
二
三
〇
番

白
居
易

｢李
十

一
の
東
事
に
題
す
｣
｢相
思
夕
上
松
墓

立
､
重
恩
蝉
馨
満
耳
秋
｣

○
元
和
三
年

(八
〇
八
)
の
秋
､
作
者
三
十
七
歳
､
都
長
安
で
の
作
､

左
拾
遺

･
翰
林
学
士
在
任

(朱

『葺
校
』)｡

一
説
に
貞
元
十
六
年

(八
〇

〇
)
～
貞
元
十
七
年
の
作
と
も
さ
れ
る

(花
房
)
が
､
誤
り
で
あ
ろ
う
｡

詩
題
の

｢李
十

一
｣
は
､
白
居
易
の
親
友
､
李
建

(字
は
杓
直
)
を
指

3配
【

し
､
十

l
は
彼
の
排
行

(租
父
･
曽
租
父
を
同
じ
-
す
る
一
族
間
に
お
け
る
､

同
世
代
の
男
た
ち
の
出
生
順
序
)
で
あ
る
｡
ま
た
本
詩
の
後
半

(韓
結
句
)

ち
ゆ
うち
よう

ふし
ゆう

に
､
｢個

帳
す

東
亭

風
月
の
好
き
を
､
主
人

今
夜

廓
州
に
在

り
｣
と
い
う
｡
苓
仲
勉

｢論

『自
民
長
慶
集
』
源
流
井
許
東
洋
本

『白

(';
)

集
』
｣
((六
)
の

(丁
)
尊
微
)
は
､
こ
の
鮎
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
､
元

積
の

｢唐
故
中
大
夫

･
尚
書
刑
部
侍
郎

･
上
桂
図

･
瀧
西
賄
開
園
男

･

姐脈
E

贈
工
部
尚
書

李
公

(建
)
墓
誌
銘
｣
(巽
勤
鮎
校
本

『元
樋
集
』
巻
五
四
)

の
､

舎
朝
廷
以
観
察
防
禦
事
授
路
恕
治
於
廓
､
恕
即
日
就
公

(李
建
)
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求
自
式
､
降
拝
六
而
後
許
｡
詔
賜
五
品
服
､
供
奉
殿
中
以
式
蔦
｡

含
恕
復
取
不
宜
馬
貧
者
､
公
罷
去
､
蹄
馬
殿
中
侍
御
史
｡

＼〓
)

の
記
事
と
､
路
恕
が
元
和
三
年
二
月
､
廓
州
刺
史

･
肺
坊
節
度
使
に
任

ぜ
ら
れ
た
こ
と

(『菖
唐
書
』
巻
十
四
､
憲
宗
紀
)
と
を
結
び

つ
け
て
､

丁て

｢建
の

郵

(州
)
に
在
り
し
時
､
居
易
は
巳

に
翰
林

(院
)
に
入
れ
り
｡

是
れ
今
本
の
次
第

(配
列
順
序
)
己
に
乱
る
る
者
の

一
な
り
｣
と
指
摘

し
た
｡

(那
)

朱
金
城

｢
『自
民
長
慶
集
』
人
名
等
讃
｣
は
､
こ
の
年
仲
勉
の
説
と

同
じ
考
詔
を
し
て
､
本
詩
を
元
和
三
年
の
作
と
推
定
す
る

(朱

『蔓
校
』

も
同
じ
)｡
路
恕
の
勝
川
刺
史

･
肺
坊
節
度
使
の
在
任
期
間
は
､
元
和

｢rT1
)

三
年
二
月
か
ら
元
和
七
年
正
月
ま
で
の
約
四
年
間
に
お
よ
ぶ
が
､
Gj)元

槙
の
前
掲

｢李
公
墓
誌
銘
｣
の
記
載
と
､
②
元
和
四
年
の
春
三
月
､
李

⊥)"i

建
が
す
で
に
蹄
京
し
て
い
た
こ
と
は
､
白
詩

｢李
十

一
と
同
に
酔
ひ
て

∴
∵

元
九

(棋
)
を
憶
ふ
｣
(巻
14
)
の
存
在
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
こ
と
､

の
二
鮎
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
､
朱
金
城
の
説
は
安
富
で
あ
ろ
う
｡

廓
州
は
､
都
長
安
の
ほ
ぼ
真
北
約
二
〇
〇
キ
ロ
の
地

(現
在
の
陳
西

省
富
解
)
で
あ
る
｡
本
詩
は
､
都
長
安
の
街
東
､
修
行
坊
に
あ
っ
た
李

I;.)
建

(七
六
四
～
八
二
一
､
白
居
易
よ
り
八
歳
年
長
)
の
邸
宅

(北
末
の
末
敏

しる

求

『長
安
志
』
巻
八
､
修
行
坊
)
内
の
､
東
事
の
壁
に
書
き
題
し
た
､
い

わ
ゆ
る
題
壁
詩
で
あ
る
｡
富
時
､
李
建
は
廓
坊
節
度
使
路
恕
の
幕
僚
と

し
て
､
肺
州
に
滞
在
し
て
い
た
｡

つ
ま
り
本
詩
は
､
富
時
､
新
呂
坊
に

住
ん
で
い
た
白
居
易
が
､
そ
の
西
南
方
向
､
ほ
ど
近
い
彼
の
留
守
宅
を

訪
れ
て
の
作
で
あ
る
｡
ち
な
み
に
､
白
居
易

･
李
建
撃
方
の
友
人
で
あ

＼｣
)

る
元
積
に
も
､
元
和
元
年

(八
〇
六
)
の
晩
春
の
作
と
さ
れ
る

｢李
十

一
(建
)
の
修
行
里
の
居
壁
に
題
す
｣
詩
が
倖
わ
る
｡
な
お
題
壁
詩
に

(25
)

(26
)

つ
い
て
は
､
羅
宗
清

｢唐
人
題
壁
詩
初
探
｣
や
､
呉
承
撃

｢論
題
壁
詩
｣

な
ど
参
照
｡

○

〔相
思
〕

相
は
､
動
作
の
封
象
の
存
在
を
示
唆
す
る
接
頭
語
｡

従
っ
て

｢相
思
｣
と
は
､
親
友
の
李
建
を
な
つ
か
し
む
意
｡
ち
な
み
に
､

こ
の

｢
思
｣
は
動
詞

(平
聾
)､
下
旬

｢
萎
思
｣
の
恩
は
名
詞

(L<
馨

〔去
馨
〕
)
で
あ
る
｡

○

〔夕
〕

中
国
古
典
語
の

｢
夕
｣
は
､
夕
方
を
も
含
ん
だ
､
夜
全

能
を
指
す
｡
こ
こ
も
夜
景
の
美
し
さ
を
表
す

｢
風
月
好
し
｣
の
言
葉

(韓
句
)
が
見
え
る
こ
と
か
ら
､
夜
の
意
と
考
え
て
よ
い
｡

○

〔松
董
〕

柿
村

『考
謹
』
に

｢東
事
に
於
け
る
松
の
植
わ
る
董
｣

と
あ
る
が
､
墓
そ
の
も
の
の
意
味
に
は
言
及
し
な
い
｡
川
口
江
は
､
毒

を

｢土
を
方
形
に
高
-
も
り
あ
げ
て
､
四
方
を
見
は
ら
せ
る
よ
う
に
し

た
も
の
み
の
墓
｡
う
て
な
｡
そ
こ
に
松
が
植
え
て
あ
っ
た
｣
と
し
､
大

曽
根
江
や
菅
野
注

(菅
野
穫
行
諾
庄

『和
漢
朗
詠
集
』
の
略
構
｡
以
下
､
同

じ
)
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
｡
こ
の
解
樺
は
､
書
陵
部
本

『朗
詠
抄
』
に
､
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｢松
妻
ト
ハ
､
可
レ然
虞

ニ
ハ
､
花
亭

･
松
亭

･
竹
院
ナ
ン
ト
ト
云
テ
､

松
墓
ト
ハ
､
壇
ヲ
少
シ
ツ
キ
上
テ
､
舞
墓
ナ
ン
ト
ノ
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
､
松

ヲ
植
テ
､
愛
ス
ル
也
｣
(『六
注
』
も
ほ
ぼ
同
じ
)
と
も
通
じ
あ
う
｡

し
か
し
李
建
の
邸
宅
の
あ
る
修
行
坊
が
'
長
安
城
内
で
最
も
地
勢
の

高
い
楽
遊
原

(前
漢
の
宣
帝
を
肥
る
楽
遊
廟
の
あ
っ
た
昇
平
坊
の
東
北
隅
を

中
心
と
し
た
高
原
)
の

一
角
を
占
め
る

(修
行
坊
は
昇
平
坊
の
南
隣
)
こ
と

を
考
え
る
と
､
こ
こ
の
茎
は
､
土
を
盛
り
あ
げ
て
造

っ
た
見
晴
ら
し
墓

(人
工
的
な
基
壇
)
で
は
な
-
､
自
然
の
ま
ま
の
高
墓
'
言
い
換
え
れ
ば

楽
遊
原
の

一
角
を
形
成
す
る
､
平
ら
で
高
い
墓
地
を
意
味
し
て
い
よ
う
｡

こ
の
鮎
は
､
柴
遊
原
付
近
が
都
島
安
城
内
の
月
見
の
名
所
で
あ
る
鮎
と

(i.∵

と
も
に
､
す
で
に
前
稿

一
五

一
番
の
候
に
指
摘
し
た
｡
こ
の
意
味
で
岡

村
繁

『自
民
文
集
』
三

(竹
村
別
行
執
筆
)
に
､
｢松
が
生
え
た
墓
地
｣

と
あ
る
の
が
安
富
で
あ
ろ
う
｡

本
詩
の
七
年
後

(元
和
十
年
)
に
成
る
白
詩

｢李
十

一
舎
人

(建
)
の

,しi.(ち
{サう
しj}

松
園
に
て
小

酎

酒
を
飲
む
-
-
｣
(巻
15
)
に
'
｢乱
松
の
園
裏

酔

･{1]

ひ
て
相
ひ
憶
ふ
｣
と
あ
る
｡
こ
の
詩
題
中
の

｢松
園
｣
'
お
よ
び
詩
中

の

｢乱
松
の
園
｣
は
､
本
詩
の

｢松
墓
｣
と
同
じ
場
所
を
指
す
t
と
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う
｡

き
しi,つ

○

〔重
恩
〕

巷
は
､
那
波
本
等
に

｢
輩
｣
に
作
る
が
'
両
手
は
同L

つ

意

(宋
坂
は
萎
)
｡

告

の
崖
豹

『
古
今
注
』
巻
中
､
魚
中
第
五
に
'
｢
蛭

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
注
揮
補
訂

(十
二
)
(植
木
)

し
ル
つ

き
ん
き
よ
,1

蜂

は
､

l
名
吟

蛍

'

一
名
蛍
｡
秋
初
に
生
じ
､
寒
を
得
れ
ば
則
ち
鳴

く
｣
と
あ
り
､
『
爾
雅
』
樺
畠
は

｢蛙
蜂
は
董
｣
と
い
い
､
そ
の
郭
瑛

そ
′＼J
･l))/＼

注
に

｢今
の
促

織
な
り
｣
と
あ
る
｡

つ
ま
り
中
国
で
は
､
蛭
蜂

･
促

繊

･
蛍

･
巷
は
､
い
ず
れ
も
秋
の
畠
を
纏
栴
し
た
言
葉
'
コ
オ
ロ
ギ
の

類
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
｡
古
訓
は
キ
-
ギ
リ
ス
｡
ち
な
み
に
源
順

はた
おり
(め)
こ
/ヴつぎ

き
nリき
り
丁

『
倭
名
類
宋
抄
』
に
は
､
促
織

･
晴
挺

･
蛭

蜂
を
分
け
て
記
す
が
､

3醍
E

中
国
の
古
典
で
は
三
者
を
ほ
ぼ
同

一
視
し
て
'
厳
密
に
は
直
別
し
な
い
､

土ん.)

と
い
っ
て
よ
い
｡
｢
巷
｣
は
ま
た
､
朽
ち
た

葦

(の
葉
)
の
髪
化
し
た

も
の
と
も
意
識
さ
れ
た

(旨
の
干
賓

『捜
紳
記
』
巻
十
二
)｡

ヽ

翌
恩
の
恩
は
蝉
馨
と
封
を
な
し
て
､
悲
し
げ
な
鳴
き
馨
を
指
す
｡
唐

I;i
,I

代
の

『
趨
志
集
』
に
収
め
る
詩

(｢秋
晩
感
時
寄

蓑
苧
然
｣
)
に
も
､

ヽ

ヽ

｢
天
高
月
揮
､
烏
思
畠
吟
｣
と
あ
り
､
恩
と
吟
と
が
封
文

(互
文
)
同

.lよ

き
ん

義
を
な
し
て
､
｢烏
思
き
畠
吟
ず
｣
と
訓
む
こ
と
も
で
き
よ
う
｡
書
陵

部
本

『朗
詠
抄
』
や

『六
庄
』
､
『偶
名
注
』
な
ど
に
､
恩
を

｢音
｣
と

注
し
､
『抄
注
』
に

｢
モ
ノ
オ
モ
ヘ
ル
コ
ヱ
｣
と
い
う
｡
『集
注
』
は
､

や
や
詳
し
-
い
う
､
｢
き
り
ぎ
り
す
も
思
ふ
こ
と
あ
り
て
鳴
-
ら
ん
故

(-7
,I

に
､
彼
れ
が
鳴
く
馨
を
推
し
て
巷
恩
と
い
ふ
也
｣
と
｡

｢思
｣
の
こ
う
し
た
特
殊
な
用
例
は
､
『和
漢
朗
詠
集
』
三
二
八
番
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ね
ん
二ろ

しつ

｢霜
草
枯
れ
な
ん
と
し
て
畠
の
思
ひ

苦

な

り
､
風
枝
い
ま
だ
定
ま
ら
ず

す

かた

烏
の
栖

む
こ
と
難

し
｣
(川
口
本
の
訓
み
)
と
見
え
る

｢畠
の
思
ひ
｣
と
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も
通
じ
あ
う
｡
こ
の
二
句
は
､
白
居
易
の
詩

(｢答
夢
得
秋
庭
猿
坐
見
胎
｣

ヽ
ヽ

巻
33
｡
後
集
巻
14
)
の
領
聯

｢霜
草
欲
枯
畠
恩
苦
､
風
枝
未
定
烏
棲
難
｣

で
あ
り
､
書
陵
部
本

『
朗
詠
抄
』
は

｢畠
思
苦
｣
を
､
｢轟
ノ
音

ハ
､

ア
ハ
レ
ケ
ニ
鳴
ク
也
｣
と
し
､
『
偶
名
注
』
も

｢畠
ノ
苗
モ
哀
レ
ケ
ニ

鳴
ク
也
｣
と
い
う
｡

つ
ま
り

｢畠
思
｣
は
､
｢畠
の
鳴
-
馨
｣
(川
口
･

大
曽
根
諾
)
を
意
味
す
る
｡
ま
た
本
詩
の
三
年
前
に
成
る
同
じ
白
詩

(｢首
夏
同
語
校
正
遊
開
元
載
､
因
宿
玩
月
｣
巻
-
)
の

｢
風
は
清
し

新
築

､
､(32
)

仁

の
影
､
鳥
は
思
ふ

残
花
の
枝
｣
も
同
例
で
あ
り
､
｢鳥
は
思
-
｣
と

訓
ん
で
も
よ
い
｡

と
こ
ろ
で
哀
切
な
鳴
き
馨
を
表
す

｢思
｣
は
､
｢鳴
｣
や

｢晴
｣
の

字
､
あ
る
い
は

｢馨
｣
｢音
｣
の
字
と
は
異
な
っ
て
､
深
い
哀
愁
を
た

た
え
た
､
陰
影
に
富
む
詩
語
と
い
え
よ
う
｡
お
そ
ら
-
悲
傷

･
哀
愁
の

意
味
か
ら
韓
じ
た
､
新
奇
な
引
申
義
で
あ
ろ
う
｡
自
居
易
の
詩

｢秋
思
｣

ヽ

ヽ

(巻
26
､
後
集
春
日
)
に
'
｢
雁
思
東
天
北
､
砧
愁
満
水
南
｣
と
あ
る
｡

主)e√l

恩
と
愁
は
封
文
同
義
で
､
そ
れ
ぞ
れ
雁
の
鳴
き
馨
と
砧
の
舌
の
哀
切
さ

を
形
容
し
て
お
り
､
筆
者
の
推
測
を
裏
づ
け
る
｡
ち
な
み
に
上
旬
は
､

i.)

き
た

｢雁
恩
い
て

天
北
よ
り
来
る
｣
と
も
訓
じ
え
よ
う
｡

哀
切
な
鳴
き
馨
を
形
容
す
る

｢恩
｣
の
開
例
は
､
す
で
に
梁
の
簡
文

し
よ
う
こう

(33
)

帝
粛

綱

｢秋
夜
詩
｣
に
､
｢蛍
飛
夜
的
的
､
島
忠
夕
噴
噴
｣
と
見
え
る
｡

よ.っ
よ
･つ

的
的
は
明
る
い
さ
ま
､
嘩

境

は
畠
の
鳴
き
馨
を
表
す
擬
音
語
｡
下
旬
は

㌧

･].･1

｢畠
思
い
て

夕
に
噴
噴
た
り
｣
と
訓
む
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
畠
恩
を

/,I
)

逆
に
し
た

｢
思
畠
｣
(悲
し
げ
に
鳴
-
義
)
の
語
も
あ
る
｡
梁
の
柳
惇

き
え

ん

う
る
は

i)う
こ

｢長
門
怨
｣
(『玉
墓
新
詠
』
巻
-
)
に
､
｢締
着

に
清
露

痔

ひ

､
網

戸

に
恩

ぎ
ん

畠
吟

ず
｣
と
見
え
る
｡
た
だ
こ
の
用
例
は
､
下
に

｢吟
ず
｣
と
あ
り
､

さ
ら
に

｢清
露
｣
の
清
と
封
を
な
す
た
め
､
｢思
畠
｣
の
恩
は

｢悲
｣

と
は
ぼ
同
意
｡
逆
に
い
え
ば
､
｢悲
鳴
｣
を
意
味
す
る
恩
が

｢悲
｣
の

引
申
義
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
る
用
例
と
も
い
え
よ
う
｡

ヽ

さ
ら
に
王
経
の

｢鄭
州
に
宿
す
｣
詩
に
も
､
｢畠
思
機
梓
鳴
､
雀
喧

({r:)

禾
黍
熟
｣
と
あ
り
'
恩
と
喧
と
が
類
義
語
を
な
す
｡
入
谷
仙
介

『王
維
』

む
し
すた

き
し
よ
(=8

すず
め
かま
()す

か
し
よ
ーしゆ
/㌔

は
､
｢
畠

恩

き
て
機

梓

鳴

り
､
雀

喧

し

-
し
て
禾

黍

熟

す

｣
と
訓
む

が
､
恩
の
訓

｢す
だ
ク
｣
は
､
特
に
注
目
さ
れ
て
よ
い
｡
『文
苑
英
華
』

ヽ

巻
二
九

一
(宋
版
)
に
､
上
旬
を

｢
畠
鳴
機
梓
休
｣
に
作
る
｡
恩
を

｢鳴
く
｣
に
作
る
異
文
の
存
在
も
､
こ
う
し
た

1
連
の
考
察
を
裏
づ
け

姐甑
E

て
い
る
｡
郡
安
生

･
劉
暢

･
楊
永
明

『
王
維
詩
選
諾
』
に
､
上
旬
を

ヽ
ヽ

ヽ

｢煉
蜂
歌
唱
織
機
馨
響
｣
と
諾
す
る
が
､
傍
鮎
部
は

｢悲
鳴
｣
に
改
め

る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

○
〔蝉
馨
〕

こ
の
蝉
は
､
涼
風
の
訪
れ
と
と
も
に
鳴
き
始
め
る
秋

かん
せん

か
んち
よ
う

の
蝉
､
い
わ
ゆ
る
塞

蝉

･寒

姻

･

寒
蜜
を
指
す
｡
ひ
ぐ
ら
し

･
つ
-

つ
-
法
師
の
頬
で
あ
る
｡
｢秋
風
の
中
で
'
葉
も
す
が
れ
よ
う
と
す
る

こず
え

喬
木
の
棺
に
止
ま
り
､
た
だ
清
露
を
す
す

っ
て
悲
鳴
哀
吟
す
る
｣
(松
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(37
)

(38
)

原
朗
)
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
､
俗
に

｢秋
涼
｣
と
も
栴
さ
れ
､
秋
の
寂
参

3配
四

感
を
深
め
る
｡
本
稿

一
九
四
番
参
照
｡

●
菅
野
稽
行

『和
漢
朗
詠
集
』
講
注
質
疑

丁か
刀
()ろ沖き

昨
年

(
一
九
九
九
年
)
の
十
月
､
菅

野

穏

行

『
和
漢
朗
詠
集
』
(小
学

館
･
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
19
)
が
刊
行
さ
れ
た
｡
こ
れ
は
､
昭
和
期

の
川
口
､
大
曽
根

･
堀
内
講
注
に
積
く
も
の
で
あ
り
､
大
き
な
期
待
を

こ
め
て
讃
み
始
め
た
｡
し
か
し
少
な
-
と
も
中
国
古
典
詩
に
封
す
る
そ

の
諾
注
は
､
筆
者
の
費
表
し
た

一
連
の
注
揮
補
訂
稿
の
そ
れ
と
は
異
な

る
と
こ
ろ
が
多
い
｡
本
稿
以
降
､
こ
の
菅
野
諾
江
本
も
補
訂
の
封
象
に

加
え
て
検
討
す
る
が
､
既
沓
表
の
候
は
､
今
回

l
括
し
て
､
そ
の
諾
注

に
封
す
る
質
疑
を
試
み
て
､
研
究
者
の
批
正
を
あ
お
ぎ
た
-
思
う
｡
詳

し
い
考
講
は

一
連
の
拙
稿
に
ゆ
ず
り
､
こ
こ
で
は
そ
の
結
論
の
み
を
書

き
記
し
て
お
き
た
い

(単
な
る
誤
植
は
除
-
)｡

●
九
番

元
稜

｢楽
天
に
害
す
｣

長
慶
四
年

(八
二
四
)､
作
者
四

十
六
歳
､
越
州
で
の
作
｡
菅
野
本
は
､
白
居
易
の
詩
の
場
合
､
作
成
年

代
と
作
成
場
所
を
記
す
こ
と
が
多
い
が
､
そ
れ
以
外
の
詩
人
の
場
合
に

は
､
ほ
と
ん
ど
考
詔
を
鉄
-
｡
し
か
し
作
詩
の
年
代
と
場
所
が
明
瞭
に

わ
か
る
場
合
に
は
､
上
述
の
ご
と
-
簡
略
に
で
も
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

●
十
番

白
居
易

｢南
陽
の
春
｣
｢績
数
瞬
鳥
説
来
由
｣

晴
烏
は
､

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
注
釈
補
訂

(十
二
)
(植
木
)

軍
に

｢小
鳥
の
鳴
き
馨
｣
で
よ
-
､
｢鷺
の
美
し
い
鳴
き
馨
｣
に
特
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡

/㌦
し
･よた
=,

●
十
八
番

白
居
易

｢
吾
野
大
が
贈
ら
る
る
に
酬
ゆ
｣

｢
紹
興
本

『
文
集
』
巻
十
三
に
は
題
下
に

『
去
年
苛
野
翰
ら
八
人
-
-
』
の
自
注

が
あ
る
｣
と
し
て
､
讃
野
大
は
吾
野
翰
を
指
す
と
す
る
｡
し
か
し
紹
興

本

(宋
版
)
に
は
翰
の
字
は
な
く
､
苛
野
大

(大
は
排
行
第
一
)
の
名
は
､

じ
っ
は
恒
で
あ
る
｡

●
十
九
番

劉
南
錫

｢春
日

懐
ひ
を
書
し
-
-
｣
｢遊
綿
練
乳
碧

羅
天
｣

遊
練
を

｢
か
げ
ろ
う
｣
の
意
と
し
､
｢
一
説
に
､
ク
モ
の
子
が

綿
を
引
い
て
飛
ぶ
の
を
い
う
｣
と
指
摘
す
る
が
､
中
国
の
古
典
詩
で
は
､

こ
の

｢
一
説
｣
こ
そ
､
ま
ず
第

l
に
あ
げ
る
べ
き
意
味
で
あ
る
｡
た
と

え
ば
羅
竹
風
壬
編

『漢
語
大
詞
典
』
10
に
は
､
｢
か
げ
ろ
う
｣
の
意
味

を
あ
げ
て
い
な
い
｡

●
四
五
番

元
穣

｢裏
陽
榎
に
過
り
て
府
主
の
厳
司
空
に
呈
上
す
-
-
｣

詩
題
を

｢上
府
壬
厳
司
空
に
呈
す
｣
と
訓
む
の
は
誤
り
｡
｢府
壬
｣

と
は
唐
代
､
節
度
使
や
観
察
使
を
指
す
言
葉
｡
ま
た

｢
呈
上
｣
で

一
つ

の
熟
語

(達
文
)
を
な
し
､
｢
上
府
壬
｣
で
は
な
い
｡
ち
な
み
に
厳
司

空
と
は
､
厳
綬
を
指
す
｡
上
旬

｢排
水
柳
花
千
寓
鮎
｣
は
､
｢暮
春
の

心
｣
(菅
野
江
)
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
､
柳
花
は
白
い
柳
架
を
指
す
｡

従

っ
て

｢柳
の
花
｡
春
に
黄
色
い
穂
の
形
を
し
て
葉
の
間
に
出
る
｣
と
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中
国
詩
文
論
叢

第
十
九
集

注
す
る
の
は
､
晩
春
の
柳
繁
を
早
春
の
黄
色
い
柳
花
と
混
同
し
た
誤
り

で
あ
る
｡

注
に
引
く
白
詩
に

｢春
風
を
尋
ね
逐
ひ
て
柳
花
を
捉

へ
ん
｣

と
あ
る
の
も
､
柳
繁
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
で
柳
繁
の
イ
メ
ー
ジ
は
､
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
動
的
で
あ
る
｡
こ
こ
も

｢水
面
に
低
-
垂
れ
て
い
る
柳
の

枝
は
教
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
花
を

つ
け
て
い
る
｣
情
景
で
は
な
-
､

｢無
数
の
白
い
柳
繁
が
水
面
を
か
す
め
飛
ぶ
｣
動
的
な
風
景
の
描
駕
で

●
○

●
●

あ
ろ
う
｡
ち
な
み
に
､
柳

花

と

柳
繁は
､
卒
L<
の
関
係
か
ら
し
ば
し
ば

混
用
さ
れ
る
｡

●
五

一
番

白
居
易

｢皇
甫
賓
客
に
酬
ゆ
｣

皇
甫
賓
客
は

｢皇
甫

し
土ノ＼

Lよ･｢

淀

｣
で
は
な
-
､
皇
甫
錆
を
指
そ
う
｡
ま
た

｢花
亭
我
酔
迭
残
春
｣

の
花
享
は
､
｢花
の
咲
い
て
い
る
あ
ず
ま
や
｡
-
-
庭
園
内
に
あ
る
休

憩
の
た
め
の
小
さ
な
家
｣
で
は
な
-
､
封
を
な
す

｢竹
院
｣
を

｢竹
を

栽
え
て
あ
る
屋
敷
｣
と
注
す
る
よ
う
に
､
こ
こ
で
は
花
の
咲
-
白
居
易

の
履
道
里
の
自
宅
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
｡

後
出
の

一
六
八
番
も
参

照
｡
ま
た

｢残
春
｣
を

｢残
り
少
な
い
春
の
日
｣
と
課
す
の
は
不
適
切
｡

あ
る
種
の
痛
ま
し
さ
を
こ
め
つ
つ
､
｢衰
残
す
る
春
､
く
ず
れ
ゆ
-
春
｣

と
諾
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

一
七
五
番
の

｢残
花
｣
も
､
｢散
り
残

っ
た

花
｣
と
諾
す
が
､
こ
れ
も

｢盛
り
を
す
ぎ
て
生
気
を
失
い
､
傷
み
し
お

れ
た
花
｣
を
意
味
す
る
｡

●
七
五
番

白
居
易

｢早
春

蘇
州
を
憶
ひ
て
-
-
｣
｢霞
光
曙
後

股
於
火
､
草
色
晴
束
梶
似
煙
｣

於
と
似
が
封
文

(互
文
)
同
義
を
な

ヽ

ヽ

す
こ
と
､

一
〇
四
番
の

｢
垂
女
廟
花
紅
似
粉
'
昭
君
村
柳
翠
於
眉
｣
と

へ!).

′＼れ
L･tゐ

同
例
で
あ
る
｡
後
者
の

｢紅
似
粉
｣
を

｢粉
よ
り
も

紅

な
り
｣
と
訓

ら
()lう

け
ふり

む
以
上
､
本
例
も

｢
婚
う
し
て
煙
に
似
た
り
｣
で
は
な
-
､
｢煙
よ
り

わ
か

も
赦
し
｣
(川
口
江
本
)
と
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
こ
う
し
た
比
較
を
表

す

｢似
｣
は
､
白
話
的
用
法
で
あ
る
｡
な
お
楯
の
字
は

｢赦
｣
に
も
作

る
｡
こ
の
鮎
に
つ
い
て
､

｢堀
｣
(も
の
う
し
)
と

｢轍
｣
(わ
か
し
)
と
は
別
t子
な
の
で
､
い

ま
底
本
に
従
い
､
訓
み
は
岩
波
文
庫
本
に
掠
る
｡
た
だ
し

『集
註
』

に

｢堀
｣
を

｢も
の
う
く
し
て
｣
と
訓
む
も

｢
わ
か
き
を
い
ふ
也
｣

と
注
す
る
の
は
不
審
｡

と
述
べ
､
下
旬
を

｢雨
後
の
若
草
が
も
や
も
や
と
し
て
､
け
だ
る
げ
な

の
を
い
う
｣
と
説
明
す
る
｡

し
か
し
唐
代
の
寓
本
で
は
､
轍
を
梶
と
混
用
す
る
｡
こ
の
現
象
は
､

(,i
)

日
本
で
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
｡
中
津
希
男

｢冠
註
文
筆
眼
心
抄
補
正
｣

(=
)

に
は
､
轍
を
梶
に
誤
る
例
を
二
つ
指
摘
す
る
｡

つ
ま
り
こ
の
場
合
､
梶

の
字
は
明
ら
か
に

｢轍
｣
の
誤
り
で
あ
り
､
｢
け
だ
る
け
な
｣
様
子
で

ilや

は
な
く
､
萌
え
で
た
藷
黄
色
の
若
草
が

一
面
に
う
ち
け
む

っ
て
'
煙

よ

り
も
や
わ
ら
か
で
淡
い
こ
と
を
い
う
｡

●
八

一
番

鑓
起

｢閣
下
の
斐
舎
人
に
贈
る
｣
｢長
禦
鐘
馨
花
外
蓋
､
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龍
池
柳
色
雨
中
深
｣

長
柴
は

｢漢
､
高
租
七
年

(二
〇
〇
)
二
月
､
長

安
に
都
し
て
建
て
た
宮
殿

(史
記
･
高
租
本
紀
)｣
と
す
る
が
､
じ
つ
は

秦
の
離
宮

｢興
禦
宮
｣
を
改
築
し
て
長
禦
宮
と
命
名
し
た
も
の
｡
本
例

は

｢借
り
て
唐
宮
を
喰
｣
え
た
用
例
で
あ
り
､
菅
野
注
は
こ
の
指
摘
を

秩
-
｡
ま
た
龍
池
は
､
確
か
に
玄
宗
が
住
ん
だ
興
慶
宮
内
の
そ
れ
と
考

え
て
よ
い
が
､
｢長
柴
｣
と
封
を
な
す
こ
と
を
考
え
る
と
､
そ
の
連
想

を
伴
い
つ
つ
も
､
や
は
り
一宮
中
の
池
を
贋
く
指
す
の
で
あ
ろ
う
｡

●
八
七
番

白
居
易

｢春
至
る
｣
｢真
相
新
柳
出
城
培
｣

真
相
を

｢若
芽
の
も
え
出
た
棺
｣
と
注
す
る
の
は
不
適
切
｡
早
春
､
棒
形
の
責

こすえ

色
い
花
に
つ
つ
ま
れ
た
柳
の
梢
を
指
す
｡
前
掲
の
四
五
番
参
照
｡

●

一
〇
二
番

自
店
易

｢天
宮
闇
の
早
春
｣
｢培
柳
誰
家
曝
麹
塵
｣

麹
塵
を

｢麹
の
か
び
｡
ま
た
､
そ
の
黄
緑
色
｣
と
注
す
る
の
も
､
や

や
不
適
切
｡
日
本
の
麹
の
色
は
コ
ウ
ジ
カ
ビ
に
よ
る
黄
緑
色
を
呈
す
る

が
､
中
国
の
そ
れ
は
ケ
カ
ビ
に
よ
る
董
色
で
あ
る

(篠
田
銃
の
説
)｡

●

一
〇
五
番

白
居
易

｢峡
中
の
石
上
に
題
す
｣
｢誠
知
老
去
風
情

少
､
見
此
事
無

一
句
詩
｣

二
句
は

｢
垂
女
廟
花
紅
似
粉
､
昭
君
村
柳

翠
於
眉
｣
を
受
け
た
表
現
で
あ
り
､
風
情
は

｢風
流
を
感
じ
る
心
｣
で

は
不
充
分
｡
筆
者
の
菖
稿

｢
も
の
ご
と
に
封
す
る
感
動

･
関
心

･
興
味

な
ど
｣
も
､
同
じ
く
不
充
分
で
あ
り
､
こ
の
紙
面
を
借
り
て

｢
こ
こ
で

は
､
特
に
女
性
に
封
す
る
そ
れ
を
指
す
｣
の
言
葉
を

つ
け
加
え
て
お
き

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
注
揮
補
訂

(十
二
)
(植
木
)

た
い
｡
こ
の
鮎
､
高
木
正

一
『自
居
易
』
下
の

｢
う
わ
さ
心
｣
､
岡
村

繁

『
自
民
文
集
』
三

(竹
村
別
行
執
筆
)
に

｢
色
気
､
昔
時
の
俗
語
｣

と
す
る
の
が
安
富
で
あ
ろ
う
｡

●

一
一
四
番

白
居
易

｢
早
春

張
賓
客
を
招
-
｣
｢花
光
焔
焔
火

JJILPJIJILP

焼
春
｣

焔
焔

(継
鉄
と
同
意
)
を

｢燃
え
始
め
た
火
が
次
々
と
寮
が
る

さ
ま
｡
-
-
語
注
､
火
が
盛
ん
に
燃
え
る
さ
ま
と
解
す
る
が
'
従
わ
な

い
｣
と
注
す
る
｡
確
か
に
焔
焔
に
は

｢火
苗
初
起
貌
｣
(
『漢
語
大
詞
典
』

七
)
の
意
味
も
あ
る
が
､
同
時
に
ま
た

｢火
焔
職
烈
貌
｣
(同
上
書
)
を

も
意
味
す
る
｡
白
詩

｢落
花
｣
の

｢桃
親
り
て
火
触
媒
｣､
同

｢
風
は

()る
か

手か

火
焔
を
翻

へ
し
て
人
を
焼
か
ん
と
欲
す
｣
な
ど
､
い
ず
れ
も
紅
い
花
の

..I.A:.,

燃
え
た
つ
さ
ま
を
､
盛
ん
に
燃
え
る
鋤
に
た
と
え
た
も
の
で
あ
り
､
通

す
も
L

説
の
ほ
う
が
よ
い
｡
ま
た

｢桃
や

李

の

花
が
次
々
と
咲
き
乱
れ
て
-
-
｣

と
諾
す
る
が
､
李
は
白
い
花
で
あ
り
､
や
や
不
注
意
｡
な
お
詩
題
の
張

賓
客
の
名
､
仲
方
も
記
し
た
ほ
う
が
よ
い
｡

I..

∵
.･

●

一
二
七
番

自
居
易

｢春
乗
り
て
頻
り
に
李
二
賓
客
と
郭
外
に
同

ヽ
ヽ

遊
す
-
-
｣

｢『佳
句
』
遊
放
部

･
春
蓮
に

『白

春
乗
た
っ
て
李
郭

ヽ外
と
同
遊
す
』
と
し
て
出
｣
と
注
す
る

(原
文
は
｢春
乗
輿
李
郭
外
同
遊
｣)｡

し
か
し
傍
鮎
部
は

｢李
と
郭
外
に
｣
の
誤
り
｡
郭
外
と
は
洛
陽
城
外
を

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

指
す
｡
ち
な
み
に
､
嘉
南
本

｢李
二
十
二
賓
客
｣
と

『
文
集
』
｢李
二

賓
客
｣
の
異
同
を
記
し
な
が
ら
､
軍
に

｢『李
二
』
の

『
二
』
は
排
行
｣
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ヽ

と
の
み
記
す
の
も
不
親
切
｡
『
文
集
』
の

｢李
二
賓
客
｣
は

｢李
廿
二

M純
四

賓
客
｣
の
奪
文
で
､
李
の
叔
を
指
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

●

二
二
三
番

白
居
易

｢
元
員
外
の

三
月
三
十
日
-
-
｣

元
員

外

(元
八
)
を
､
柿
村

『考
讃
』
の
説
に
従

っ
て

｢元
九
｣
(元
碩
)
を

指
す
と
す
る
が
､
従
い
が
た
い
｡
同
じ
年
に
成
る
白
詩

｢書
に
代
ふ
｣

に

｢金
部
元
八
員
外
｣
と
見
え
る
人
物
､
金
部
員
外
郎
の
元
宗
簡
を
指

(補
注
-
)

す

(朱

『茎
校
』)｡
丸
山
茂

｢自
民
交
遊
録
-
元

宗

簡

｣

も
参
照
｡

●

一
三
七
番

白
居
易

｢
元
十
八
の
渓
居
に
題
す
｣
｢秋
房
初
結
白

芙
蓉
｣

秋
房
を

｢秋
に
咲
-
花
｣
と
注
す
る
の
は
誤
り
｡
こ
の
房
は

･つ
て
L̂

｢蓮
房
｣
(落
花
後
の
､
蓮
の
賓
を
含
む
蜂
の
巣
状
の
外
包

〔花
托
〕､
持
し
て

(補
注
-
)

蓮

の

貴
)

を
意
味
し
､
決
し
て

｢
ハ
ナ
ブ
サ
｣
の
意
味
で
は
な
い
｡
従

っ

ト
1
'.

て
そ
の
諾

｢秋
の
花
で
あ
る
白
い
蓮
華
の
花
｣
云
々
も
誤
り
｡
蓮
の
花

は
､
色
の
紅
白
に
関
係
な
-
､

一
般
に
夏
に
咲
-
水
花
と
見
な
さ
れ
る
｡

,1r

●

一
四
四
番

白
居
易

｢早
夏

暁
に
興
き
-
-
｣
｢背
壁
燈
残
経

宿
場
｣

｢背
壁
燈
｣
を

｢壁
に
背
を
向
け
室
内
を
明
る
-
す
る
よ
う
に

し
た
燈
｡
『背
燭
』
の
封
｣
と
庄
す
る
｡
し
か
し
こ
れ
は
､
う
す
ぼ
ん

や
り
し
た
あ
か
り
の
中
で
寝
に
つ
-
､
中
晩
唐
期
の
欄
熟
し
た
都
市
文

化

(村
上
哲
兄
の
説
､
本
詩
は
洛
陽
で
の
作
)
を
考
え
る
と
､
理
解
し
が

た
い
｡
要
す
る
に
こ
の
場
合
も
､
④
燈
の
光
を
壁
の
方
に
向
け
て
暗
-

す
る
'
も
し
-
は
⑥
燈
を
壁
の
背
後
に
移
し
て
ほ
の
暗
-
す
る
､
の
ど

ち
ら
か
に
解
樺
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
拙
稿
二
七
番
も
参
照
｡

●

l
四
七
番

白
居
易

｢蓄
蕨
正
に
開
き
-
･･･｣
｢葉
頑
竹
葉
経
春

熟
､
階
底
蓄
商
人
夏
開
｣

｢棄
頑
｣
を

｢初
め
て
熟
し
た
酒
の
名
｣
と

も
た
○
はと
り

を
うと
う

注
し
､
古
来
の
訓
み

｢葉
の
頑
の
竹
葉
は
-
-
｣
を

｢棄
頭

竹
葉
-
-
｣

に
改
め
て
､
｢碧
頭
と
か
竹
葉
な
ど
と
い
わ
れ
る
酒
が
､
‥
-
｣

と
課

す
｡
し
か
し

｢嚢
頭
竹
葉
｣
は
､
封
を
な
す

｢階
底
の
蓄
頼
｣
と
関
連

さ
せ
て
考
え
る
と
'
こ
の
新
説
に
は
従
い
が
た
い
｡
葉
頑
に
は
確
か
に

｢初
め
て
熟
せ
し
酒
｣
の
意
味
が
あ
る
が
､
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
第
二

力
〆

一jか

義
に
す
ぎ
ず
､
｢嚢
の
頑
の
竹
葉

(宿
)｣
を
意
味
す
る
こ
と
は
揺
る
が

な
い
｡

●

一
五

一
番

白
居
易

｢七
言
十
二
句
-
-
｣
｢月
照
松
時
童
上
行
｣

こ
の
墓
は

｢高
殿
｣
で
は
な
-
'
富
時
､
白
居
易
が
住
ん
で
い
た
新

昌
坊
内
の
高
墓
､
い
い
か
え
れ
ば
新
日
日坊
内
の
自
宅
が
長
安
城
内
で
最

も
地
勢
の
高
い
禦
遊
原
の

一
角
を
占
め
た
た
め
の
､
平
ら
で
高
い
墓
地

の
意
味
､
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

●

一
五
九
番

白
居
易

｢池
上
に
涼
を
逐
ふ
｣

｢開
成
元
年

(八
三

六
)､
六
十
五
歳
､
洛
陽
で
の
作
｡
富
時
作
者
は
龍
門
山
の
東
に
あ
る

こう
ざ
ん

香
山
の
麓
に
住
居
を
定
め
､
閑
静
な
生
活
を
送

っ
て
い
た
｣
と
あ
り
､

洛
陽
の
南
部
､
龍
門
で
の
作
と
考
え
る
よ
う
で
あ
る
｡
し
か
し
こ
の
詩

も
､
洛
陽
城
内
の
履
道
里
の
自
宅
で
の
作
で
あ
ろ
う
｡
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●

T
六

7
番

白
居
易

｢熱
さ
に
苦
し
ん
で
-
･･･｣
｢
但
能
心
静
即

身
涼
｣

｢
た
だ
碍
師
の
心
が
悟
り
を
開
い
て
静
か
で
あ
る
の
で
-
-
｣

と
諾
す
が
'
｢但
-
郎
｣
は
は
ば
現
代
中
国
語
の

｢
只
要
-
就
｣
と
封

鷹
す
る
表
現
で
あ
り
､
｢
も
し
も
稚
念
を
な
-
し
て
心
を
平
静
に
保

つ

こ
と
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
｣
の
意
｡
い
い
か
え
れ
ば
本
句
は
､
猛
暑
を

よ
そ
に
平
然
と
座
碍
す
る
碍
師
に
封
す
る
直
接
の
賞
讃
と
い
う
よ
り
は
､

そ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
､
よ
り
普
遍
的
な
真
理
を
説
く

一
種
の
悟

道
詩
的
表
現
で
あ
る
｡
ち
な
み
に
､
上
旬

｢不
是
碍
房
無
熱
到
｣
の
不

是
は
､
『文
集
』
に
は

｢可
是
｣
に
作
る
｡
こ
の
異
文
を
指
摘
す
る
以

上
､
そ
の

｢
可
｣
は

｢山豆
｣
(疑
問

〔推
測
〕

･
反
語
)
を
意
味
す
る
俗

語
的
用
法
で
あ
る
こ
と
も
､
富
然
嘱
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

●

一
六
八
番

白
居
易

｢楊
尚
書
の

『相
を
罷
め
し
後
､
夏
日

永

.∴_,

安
の
水
事
に
遊
び
､
兼
ね
て
本
曹
の
楊
侍
郎
を
招
い
て
同
に
行
-
』
に

和
す
｣

｢『
文
集
』
の
題
に
よ
れ
ば
､
楊
尚
書
の
庭
園
内
の
水
事
に
遊

ん
だ
時
の
も
の
で
あ
る
｣
と
す
る
が
､
従
い
が
た
い
｡
本
詩
は
洛
陽
で

の
作
で
あ
る
が
､
詩
題
中
の

｢永
安
の
水
亭
｣
と
は
､
都
島
安
城
内
の

西
南
部
､
永
安
坊
に
あ
っ
た
楊
嗣
復
の
別
邸

･
別
荘
を
指
す
｡

つ
ま
り

本
詩
は
､
吏
部
尚
書
楊
嗣
復
の
詩
に
唱
和
し
た
作
品
に
す
ぎ
ず
､
こ
の

と
き
彼
の
別
邸
に
直
接
遊
ん
で
の
作
で
は
な
い
｡
な
お

｢庭
園
内
の
水

に
わ

や
か
た

亭
｣
と
い
う
表
現
も
不
適
切
｡
こ
の
事
は
､
園
享

を
そ
な
え
た
亭

館

･

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
注
樺
補
訂

(十
二
)
(植
木
)

別
邸
を
意
味
す
る
寮
義
の
用
法
で
あ
る
｡
ま
た
楊
侍
郎
は
白
居
易
の
妻

の
兄
､
楊
汝
士
を
指
す
｡
最
低
限
の
人
名
の
注
記
は
､
や
は
り
必
要
で

あ
ろ
う
｡

ノ
＼
れ

●

一
七

一
番

白
居
易

｢西
湖
よ
り

晩

に
締
り
て
-
-
｣

｢鑓
塘
湖

(西
湖
)
か
ら
夕
方
に
掃

っ
て
き
て
そ
の
通
り
に
あ
る
孤
山
寺
を
願
望

し
た
時
の
勝
景
を
歌

っ
た
も
の
｣
と
す
る
が
'
不
適
切
｡
本
詩
は
､
鎮

塘
湖

(西
湖
)
中
の
孤
山
寺

(湖
中
の
西
北
部
に
そ
び
え
た
つ
島

｢孤
山
｣

に
あ
る
永
顧
寺
の
通
栴
)
の
法
合
?
に
参
加
し
て

(あ
る
い
は
軍
に
孤
山
寺

に
遊
ん
で
)､
夕
暮
れ
に
締
る
途
中
の
勝
景
を
歌

っ
た
作
品
で
あ
る
｡

●

一
七
六
番

白
居
易

｢階
下
の
蓮
｣
｢葉
展
影
翻
吉
和
月
｣

糊

を

｢建
物
に
上
る
階
段
下
の
石
畳
｣
と
注
す
る
が
､
こ
の
糊
は
石
段

･

石
階
の
意
で
､
｢階
｣
の
類
義
語
｡
た
だ
し
階
は
卒
馨
､
糊
は
灰
馨
で

あ
る
｡

;

よ

.｢

が

し

あ
L
た

.つ

●

一
八
二
番

許
揮

｢樗
伽

寺

よ
り
､
員

に

起
き
て
舟
を
汎
か
べ
-
-
｣

｢
一
章
山
鳥
曙
雲
外
､
寓
鮎
水
蛍
秋
草
中
｣

｢晩
夏
の
暁
の
風
情
を
う

た
っ
た
も
の
｡
晩
夏
の
早
朝
に
は
す
で
に
秋
の
気
配
が
漂
う
の
で

『秋

草
』
と
表
現
し
て
い
る
｣
と
述
べ
る
が
､
こ
れ
は

『和
漢
朗
詠
集
』
の

分
類

(夏
の
部
)
に
あ
わ
せ
た
曲
解
で
あ
ろ
う
｡
本
詩
は
秋
の
作
で
あ

り
､
『
千
載
佳
句
』
も
早
秋
の
項
に
収
め
る
｡
中
国
の
古
典
詩
で
は
､

蟹
は
秋
の
夜
の
風
物
と
し
て
歌
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
､
｢秋
草
｣
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と
も
矛
盾
し
な
い
｡

ま
た
上
旬

｢山
鳥
｣
を
､

はとと
きす

不
適
切
｡
中
国

の

杜

訳

は

､

本
詩
の
山
鳥
は
､
軍
な
る

｢
こ
こ
で
は
'
ほ
と
と
ぎ
す
｣
と
す
る
が
､

お
お
む
ね
晩
春
の
烏
と
し
て
表
現
さ
れ
､

｢山
の
鳥
｣
に
す
ぎ
な
い
｡
お
そ
ら
く
編
者

の
藤
原
公
任
は
'
こ
の
誤
差
を
充
分
知
り
つ
つ
も
､
｢和
漢
の
詩
歌
の

ほ

土土
き
す

並
列
｣
と
い
う
基
本
原
則
を
守
る
た
め
に
､
和
歌
の
郭

公

の

イ
メ
ー
ジ

に
あ
う
佳
句

(山
ほ
と
と
ぎ
す
の
語
も
あ
る
)
を
'
あ
え
て
選
ん
だ
の
で

あ
ろ
う

(奥
村
郁
子
の
説
)｡
従

っ
て
こ
の
候
は
､
｢本
来
､
山
の
烏
を

意
味
す
る
が
'
こ
こ
で
は
､
ほ
と
と
ぎ
す
に
見
立
て
て
選
び
と

っ
た
も

の
｣
な
ど
と
説
明
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
詩
題
の
模
伽
寺
が
蘇
州
の
名
利

で
あ
る
こ
と
も
､
注
記
し
た
ほ
う
が
よ
い
｡
た
と
え

｢幽
居
を
著
し
て

将
に
同
志

(友
人
の
意
｡
引
用
者
注
)
を
尋
ね
ん
と
す
｣
(嘉
南
本
)
の
詩

題
に
従

っ
て
も
､
二
句
は
旅
の
途
中
で
の
見
聞
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
､

｢
一
章
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
を
求
め
て
は
､
夜
が
明
け
る
こ
ろ
の
雲
の

(,
'J
+

彼
方
に
尋
ね
ゆ
-
｡
た
-
さ
ん
飛
び
交
う
水
蓮
の
蟹
を
求
め
て
は
､
秋

の
草
む
ら
を
分
け
て
ゆ
く
｣
と
諾
す
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
｡

●

一
八
六
番

元
横

｢夜
坐
す
｣
｢蛍
火
乱
飛
秋
己
近
､
辰
星
早
没

夜
初
島
｣

辰
星
を

｢水
星

(柿
村
誼
)｣
と
注
し
､
柿
村

『考
讃
』
の

説
を
長
々
と
引
-
が
､
誤
り
｡
こ
の
辰
星
は
､
夏
の
代
表
的
な
星
座
の

1･,ILl･

一
つ
'
嶋
座
の
な
か
の
､
ひ
と
き
わ
紅
く
光
る

一
等
星

｢
ア
ン
タ
レ
ス
｣'

漢
語
で
は

｢火

･
大
火
｣
の
別
栴
で
あ
る
｡
夏
の
南
の
夕
空
に
高
-
輝

T-
ノ9ノしス

い
て
い
た
大
き
な
紅
い
星

｢大

火
｣
の
位
置
が
､
秋
が
近
づ
く
に
つ

れ
て
移
動
し
､
西
の
空
に
低
く
垂
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
､
眠
れ
ぬ

と
き
な
ど
に
は
､
早
々
と
沈
ん
で
見
え
な
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
｡
両
島

(3
)

久
雄

『
孔
子
の
見
た
星
座
-
古
典
詩
文
の
星
を
謹
む
』
も
､
筆
者
と
同
じ

｢大
火
｣
説
を
探
り
､
｢水
星
｣
説
に
封
し
て
'
こ
う
批
判
す
る
､
｢水

星
と
い
え
ば
､
惑
星
で
あ
る
｡
そ
の
連
動
は
､
季
節
と
あ
ま
り
か
か
わ

り
が
な
い
｡
そ
の
上
､
水
星
と
い
う
惑
星
は
､
太
陽
に
最
も
近
い
惑
星

で
､
東
西
の
空
に
出
没
す
る
が
'
高
度
が
低
く
､
見
え
る
期
間
は
あ
ま

f)人
ふ.｢

り
な
い
｣
と
｡
要
す
る
に
下
旬
は
'
『
詩
経
』
幽
風

｢七
月
｣
詩
以
来

の
､
西
空
に
低
-
輝
-

｢大
火
｣
の
位
置
に
よ
っ
て
秋
の
到
来
を
知
る
t

と
い
う
侍
統
的
な
寄
想
に
も
と
づ
い
た
表
現
､
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
○●

一
八
七
番

許
滞

｢常
州
に
て
楊
給
事
に
留
興
す
｣

｢『佳
句
』

:'こ･J･

四
時
部

･
秋
興

『許
滞

陽
給
事
に
上

る
』
｣
と
注
す
る
以
上
'
陽
は

楊
t子
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
楊
給
事
が

よ
う
′＼
LT7[.

門
下
省
給
事
中
か
ら
常
州
刺
史
に
持
出
し
た
楊
虞
卿
を
指
す
こ
と
が
わ

か
れ
ば
､
本
詩
が
大
和
七

～
八
年

(八
三
三
-
四
)
の
作
で
あ
る
こ
と

も
明
白
に
な
る
｡
特
に
こ
の
二
句
が
逸
句
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
'

こ
う
し
た
考
詔
も
時
に
は
試
み
て
､
注
樺
を

一
歩
前
進
さ
せ
る
べ
き
で
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あ
ろ
う
｡

●

l
九
二
番

白
居
易

｢堀
宮
高
し
｣
｢玉
慧
暖
号
温
泉
溢
｣

玉

鷲
を

｢玉
を
敷
き
詰
め
た
石
だ
た
み
｣
と
注
し
､
｢華
清
宮
の
玉
の
石

け
と
刀

畳
｣
と
諾
す
る
が
'
や
や
不
適
切
｡
こ
こ
は
､
浴
池
の
壁
面
の
タ
イ
ル

の
類
を
い
う
｡

7
マ

●

一
九
三
番

李
嘉
砿
?

｢青
泥
店
を
蓉
し
て
長
安
解
に
至
り
､
西

の
か
た
江
を
渡
る
｣

こ
の
怪
も
逸
句
で
あ
る
が
､
菅
野
本
は
種
々
博

わ
る
詩
題
を
軍
に
列
撃
す
る
だ
け
で
､
誤
字
等
に
封
す
る
言
及
を
映
-
｡

青
泥
店
は
青
涯
店

･
青
磁
店
に
も
作
る
が
､
青
泥
店
が
正
し
い
｡
そ
れ

は
'
都
長
安
付
近
か
ら
漠
中
や
局
へ
と
向
か
う
､
秦
嶺
山
賑
越
え
の
主

l}
+)
I)

/

要
な
騨
道
上
に
置
か
れ
た
青
泥
降
の
邸
店
を
指
し
､
長
安
鯖
は
長
撃
解

の
誤
り
で
あ
る

(巌
耕
望
の
説
)｡
こ
の
興
州
長
畢
解
に
は
､
雲
雨
が
多

ノ～ろ

み
(i

い
た
め
に
青
い
泥
の
嶺
と
名
づ
け
ら
れ
た

｢青
泥
嶺
｣
(秦
嶺
山
腹
中
の

一
峰
)
が
あ
っ
た
｡
上
旬

｢千
蜂
鳥
路
含
梅
雨
｣
は
､
こ
う
し
た
特
異

つ
ゆ

な
風
土
-

そ
そ
り
た
つ
峰
々
の
険
し
い
山
道
は
､
梅
雨
ど
き
の
降
り

や
ま
ぬ
雨
水
を
た
っ
ぷ
り
吸
い
こ
ん
で
'

一
面
に
ぬ
か
る
ん
で
歩
き
に

-
い
こ
と
を
詠
み
'
｢多
く
の
峰
々
の
烏
の
通
い
路
は
梅
雨
を
含
ん
だ

雲
に

一
面
に
阻
ま
れ
｣
の
意
味
で
は
な
か
ろ
う
｡
本
句
の

｢烏
路
｣
は
､

軍
に

｢烏
の
通
い
路
｣
と
課
し
た
だ
け
で
は
､
意
味
が
明
瞭
で
は
な
い
｡

い
い
か
え
れ
ば
､
こ
の
烏
路
は
､
わ
ず
か
に
烏
だ
け
が
通
過
で
き
る
よ

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
庄
樺
補
訂

(十
二
)
(植
木
)

う
な
､
細
-
険
し
い
山
道
を
誇
張
し
た
言
葉
で
あ
る
｡
菅
原
本
を
含
め

_'.=･ハ

た
従
来
の
解
樺
は
､
青
泥
店
の
位
置
と
､
そ
の
名
栴
の
由
来

(青
泥
)

が
未
詳
で
あ
っ
た
た
め
に
､
適
切
な
講
に
到
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
｡
険
峻
な
覇
道
の
途
中
に
あ

っ
て
､
｢懸
崖
常
例
'
山
に
は
雲
雨
多

L
はL

ね
か
るみ

-
､
行
-
者
屡
ば
泥
淳
に
逢
ふ
｣
(『元
和
郡
解
囲
志
』
)
と
い
う
青
泥
嶺

の
特
色
を
詠
み
こ
ん
だ
句
､
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

●

一
九
九
番

白
居
易

｢白
羽
后
｣
｢引
秋
生
手
裏
､
蔵
月
入
懐
中
｣

｢秋
と
も
な
る
と
､
扇
は
い
ち
は
や
-
涼
し
い
風
を
手
の
中
に
生
ぜ

し
め
て
､
囲
い
月
に
似
た
扇
は
､
人
の
懐
の
中
に
し
ま
い
こ
ま
れ
る
｣

と
い
う
謀
は
､
疑
問
｡
こ
の
二
句
は
､
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
不
要
に
な

る
扇
の
運
命
を
歌
う
も
の
で
は
な
く
'
秋
の
涼
し
さ
を
生
み
､
懐
の
中

に
も
収
め
ら
れ
る
白
羽
扇
の
長
所
や
特
徴
を
歌
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い

で
あ
ろ
う
｡
従
来
の
通
説
の
は
う
が
ま
さ
る
｡

●
二
〇
四
番

白
居
易

｢立
秋
の
日

禦
遊
園
に
登
る
｣
｢粛
楓
涼

風
輿
博
覧
｣

粛
楓
を

｢
も
の
寂
し
い
秋
風
の
形
容
｣
と
す
る
が
､
本

詩
の
粛
堀
は
､
涼
風
だ
け
で
な
く
､
衰
馨
を
も
形
容
す
る
言
葉
で
あ
ろ

う
｡
ま
た
惇
馨
を

｢
や
つ
れ
衰
え
た
聾
の
毛
｡
『衰
撃
』
に
同
じ
｣
と

す
る
が
､
疑
問
｡
｢悼
容
｣
｢悼
顔
｣
な
ど
と
は
い
う
が
､
惇
馨
の
用
例

○
●

●
●

は
未
見
｡
本
来
の
衰

馨を
｢

悼
撃｣
に
改
愛
し
た
背
景
に
は
､
音
調
律

(平
L<
)
の
問
題
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
｡
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中
国
詩
文
論
叢

第
十
九
集

●
二
〇
九
番

白
居
易

｢
秘
書
の
後
廉
｣

｢作
者
は
こ
の
時

(大
和

元
年
､
五
十
六
歳
)'
洛
陽
に
あ

っ
て
秘
書
監
の
職
に
あ

っ
た
｣
と
す
る

の
は
'
単
純
な
誤
り
｡
こ
の
時
'
白
居
易
は
都
長
安
に
召
還
さ
れ
て
秘

書
監
に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

●
二

二

一番

白
居
易

｢七
夕
｣
｢憶
得
少
年
長
乞
巧
'
竹
竿
頭
上

願
轟
多
｣

乞
巧
を

｢陰
暦
七
月
七
日
の
夜
'
子
供
た
ち
が
牽
牛

･
織

女
の
二
星
を
祭
り
､
文
筆
や
裁
縫
の
上
達
を
所
る
行
事

(荊
楚
歳
時
記
)｣

と
注
す
る
が
'
不
正
確
｡
文
筆
上
達
の
こ
と
は
'
『
荊
楚
歳
時
記
』
の

な
か
に
は
見
え
な
い
｡
乞
巧
節
は
本
来
'
女
性
た
ち
の
祭
り
で
あ
っ
た

I;JI･/

が
'
唐
代
の
半
ば
以
降
'
見
童

(男
の
子
も
女
の
子
も
)
が
参
加
し
は
じ

め
た
｡
こ
の
結
果
'
乞
巧
節
は
婦
女
の
手
套
の
上
達
か
ら
'
男
の
子
は

学
問
'
女
の
子
は
手
套
の
上
達
を
所
る
行
事

へ
と
'
そ
の
垂
鮎
が
移

っ

て
い
く
｡

ま
た
下
旬
に
封
し
て
'
｢裁
縫
が
上
手
に
な
る
よ
う
に
な
ど
の
願
い

を
こ
め
て
梶
の
葉
な
ど
に
書
き
'
針
に
通
し
た
五
色
の
練
を
竹
竿
の
先

に
か
け
た
り
す
る
こ
と
｣
と
注
す
る
が
'
梶
の
葉
云
々
は
日
本
で
の
風

習
で
あ
り
'
少
な
く
と
も
唐
代
の
中
国
に
は
な
い
｡
｢願
線
｣
と
は
､

いろ
いろ

本
来
'
桑
苦

･
機
織
り
の
神
､
織
女
星
に
供
薦
さ
れ
た
探
線
に
由
来
す

すい

る
ら
し
く
､
柳
宗
元
の

｢乞
巧
文
｣
に
見
え
る

｢竹
を
括
し
て
緩

(節

り
ひ
も
)

を
垂
る
｣
の
句
こ
そ
､
｢
竹
竿
-
-
｣
の
句
の
薫
態
を
描
寓

す
る
も
の
､
と
見
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
｡
ち
な
み
に
､
『荊
楚
歳
時
記
』

あ
i.6

は
り

う
が

しち

中
の

｢穿
七
孔
錨
｣
は
､
｢七

つ
の
孔
に
錨
を
穿
ち
｣
で
は
な
-
､
｢七

二う
し
人

ま)

孔
鋪

(七
本
の
鍬
｡
孔
は
量
詞
)
に
穿
ち
｣
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
｡

●
二
二

一
番

白
居
易

｢王
十
八
の
-
-
仙
遊
寺
に
寄
題
す
｣

こ

の
寄
題
は
'
｢
そ
の
地
に
行
か
ず
に
題
詠
す
る
こ
と
｣
で
は
な
-
､
遠

お.＼

か

方
か
ら
詩
を
人
に
託
し
て
寄
り
､
題
き
つ
け
て
も
ら
う
意
で
あ
る
｡
仙

遊
寺
に
つ
い
て
も
'
や
は
り
簡
略
な
注
が
ほ
し
い
｡

●
二
二
二
番

白
居
易

｢藍
侍
御
と
崖
評
事
と
-
-
｣
｢楚
思
妙
荘

雲
水
冷
'
商
馨
清
脆
管
弦
秋
｣

こ
の

｢楚
思
｣
は

｢
楚

(湖
北
･
湖
南

省

一
帯
)
の
地
で
の
も
の
思
い
｣
で
は
不
充
分
｡
｢
い
わ
れ
な
き
虞
罰

う
れ
い

を
受
け
て
楚
の
地
を
左
遷
さ
れ
て
ゆ
く
私
の
憂

思

｣

を
意
味
す
る
｡
こ

れ
は
'
謹
言
さ
れ
て
都
を
追
放
さ
れ
た
楚
客
屈
原
に
'
わ
が
身
の
境
遇

を
な
ぞ
ら
え
た
も
の
｡
菅
野
注
は
'
引
用
す
る

『集
註
』
を
充
分
理
解

し
て
い
な
い
｡
ま
た

｢商
馨
｣
を

｢秋
風
や
畠
な
ど
の
馨
｣
と
す
る
注

あき

(7ひき

も
不
充
分
｡
こ
こ
で
は
軍
に

｢秋
馨
｣
(商
の
悲
し
い
馨
)
だ
け
で
な
-
､

凄
涼

･
悲
壮
な
調
べ
を
も
つ
と
さ
れ
る

｢商
調
｣
の
意
も
兼
ね
て
い
る
｡

せ
いぜ
い

す

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

さ
ら
に
｢
清

脆

｣

を

｢清

ん
で
柔

ら
か
な
馨
の
形
容
｣
と
注
す
る
が
､

･,.1ろ

傍
鮎
部
は
不
適
切
｡
お
そ
ら
く

｢脆
い
｣
と
い
う
訓
に
引
き
ず
ら
れ
た

結
果
で
あ
ろ
う
が
'
脆
は

｢
す
っ
き
り
と
歯
切
れ
の
よ
い
｣
意
｡

つ
ま

り
清
脆
は

l
種
の
頬
義
語
と
し
て
'
音
馨
が
冴
え
て
響
-
こ
と
を
い
う
｡
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ち
な
み
に
､
菅
野
注
は
､
抄
荘

･
清
脆
を
そ
れ
ぞ
れ
上
の
二
字

｢楚

思
｣
｢商
馨
｣
の
述
語
と
し
て
し
か
捉
え
て
い
な
い
｡
し
か
し
こ
こ
は
､

前
句
の
述
語
が
後
句
の
副
詞
を
兼
ね
る
､
贋
義
の
弄
語
式
を
な
す
特
殊

な
表
現
で
あ
る
｡

つ
ま
り
､
｢楚
思
抄
荘
た
り
｣
と

｢
抄
荘
と
し
て
雲

す
さま

水

冷

じ

｣､
｢商
馨
清
脆
た
り
｣
と

｢清
脆
と
し
て
管
弦
秋
な
り
｣
の
二

意
を
表
し
た
も
の
､
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

注

(-
)
ア

ー
サ

I

･
ウ
ェ
ー
リ
ー

『白
楽
天
』
(花
房
英
樹
諾
)
第
六
章
参

照
｡

な
お
下
郡
退
居
期
を
詳
述
し
た
専
論
に
'
芳
村
弘
道

｢白
居
易
の

EilliヨEilliヨEilli8
1 3 2＼ー＼ー＼一

(-
)

(-
)

(-
)

(-
) 下

郡
退
居
｣
(『撃
林
』
十
八
競
､

一
九
九
二
年
)
が
あ
る
｡

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告

『人
文
』
三
十
六
競
､

一
九
八
四
年
所
収
｡

目
本
放
送
出
版
協
含
､

一
九
八
九
年
｡

本
詩
と
は
ぼ
同
時
期
の
自
民
の
作
に
､
｢悟
寅
寺

(藍
田
賭
東
南
の

王
順
山
中
の
寺
)
に
遊
ぶ
詩
｣
(巻
六
)
が
あ
る
｡

『陳
西
省
地
囲
冊
』
(西
安
地
囲
出
版
社
､

一
九
八
七
年
)
沼
南
市
の

候
参
照
｡

太
田
次
男

『白
楽
天
』
(集
英
社
､

一
九
八
三
年
)
に
､
｢京
兆
府
の

西
､
滑
水
の
南
岸
に
沿
っ
た
地
｣
(
l
三

1
m
')
と
す
る
の
は
謀
り
D

小
学
館

･
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
19
､

一
九
九
九
年
｡

書
陵
部
本

『私
産
』
参
照
｡

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
庄
揮
補
訂

(十
二
)
(植
木
)

(-
)

姐
耶
四

(
H
)

姐
躯
四

姐
那
四

(
‖
)

姐
闇
四

姐
耶
四

姐
仙
洞

細
胞
四

加
配
四

姐
弧
四

へ
T̂T.
1
)

(
朋
こ

朋
友
書
店
､

一
九
八

一
年
影
印
｡
二
八
六
頁
｡

江
藍
生

･
曹
席
順
編
著

『唐
五
代
語
言
詞
典
』
(上
海
教
育
出
版
杜
､

一
九
九
七
年
)
も
同
じ
｡

清
の
侃
播

『庚
子
山
集
注
』
巻
四
所
収
｡

小
樽
商
科
大
学

『人
文
研
究
』
六
十
八
韓
､

一
九
八
四
年
所
収
｡

所
収
｡
増
訂
版

(
一
九
九
五
年
)
が
便
利
で
あ
る
｡

平
野
彦
二
郎

『漢
詩
概
説
』
(武
蔵
野
書
院
､

l
九
五

一
年
).
菅
野

頑
行

『和
漢
朗
詠
集
』
も
､
｢秋
と
い
う
時
節
｣
の
意
と
す
る
｡

尾
崎
雄
二
郎
は
か
編

『漢
語
史
の
諸
問
題
』
(京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
､

一
九
八
八
年
)
所
収
｡

苓
仲
勉

『唐
人
行
第
録

(外
三
種
)』
参
照
｡

『中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
九
本
､

一
九
四
七
年
所

収
｡
の
ち

『苓
仲
勉
史
学
論
文
集
』
(中
華
書
局
､

一
九
九
〇
年
)
に

再
録
｡

中
華
書
局
､

一
九
八
二
年
｡

苓
仲
勉

･
朱
金
城
が
引
用
す
る
文
章
の
句
講
と
文
字
に
は
問
題
が
あ

る
の
で
､
糞
勤
鮎
校
本
に
よ
る
｡
ま
た
論
旨
の
展
開
上
､
長
め
に
引
-
｡

『中
華
文
史
論
叢
』

一
九
七
九
年
第

一
期
所
収
｡
の
ち
同

『白
居
易

研
究
』
(隣
西
人
民
出
版
社
､

一
九
八
七
年
)
に
再
録
｡

呉
延
埜

『唐
方
鎮
年
表
』
巻

一
や
'
郁
貿
陪

『唐
刺
史
考
』
(-
)～

巻
七
な
ど
参
照
｡

花
房
英
樹

｢白
居
易
年
譜
｣
(同

『白
居
易
研
究
』
所
収
)
や
､
羅
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中
国
詩
文
論
叢

第
十
九
集

聯
添

『
白
楽
天
年
譜
』
な
ど
参
照
｡

(
23
)

『酋
唐
吾
』
雀

-
五
五
､
r新
唐
書
3
番

一
六
二
'
堤
留
吉

『
白
柴
天

研
究
し
(春
秋
社
､

一
九
｣ハ
九
年
)
i空
ハ
竜

(
一
五
八
頁
以
下
)'
朱
金

城

｢
『白
氏
長
慶
集
｣
人
名
茎
謹
｣
(前
掲
)
な
ど
参
興
｡

(24
)
花
房

･
前
川

『
元
横
研
究
』
所
収
の

｢
年
譜

一
に
よ
る
｡
下
孝
菅
一

『元
横
年
譜
』
は
､
貞
元
十
九
年

(八
C
三
)
～
永
貞
元
年

(八
〇
五
)､

秘
書
省
校
吾
郎
在
任
時
の
作
と
す
る
｡

(
25
)

『中
華
文
史
論
叢
｣
第
四
十
七
韓
､

一
九
九

一
年
所
収
｡

(
26
)

『
文
撃
退
産
』

.l
九
九
四
年
第
凹
期
所
収
.

(
27
)

r巾
団
詩
文
論
叢
』
第
卜
集
､

一
九
九

一
年
所
収
｡
そ
の
燦
に
李
建

の
住
む
場
所
を

｢
修
業
切
｣
と
記
す
が
､
こ
れ
は
修
行
坊
の
誤
植
｡

(28
)

仕
事
の
た
め
に
琴
り
れ
な
い
元
宗
簡
の
こ
と
を
思
い
や
る
意
｡

(
29
)

持
谷
恨
霜

F茎
注
倭
名
類
架
抄
』
巻
八
に
､
｢促
撒

･
輯
例

･
蛭
蜂
､

皆
可
訓
岐
利
岐
利
須
｡
-

･
古
保
呂
岐
亦
岐
利
枝
利
須
之

一
種
耳
｣

と
あ
る

(返
り
鮎
省
略
)(〉

(
30
)

陳
伺
君

『全
唐
詩
績
拾
』
巻
五
五

(『全
唐
詩
捕
編
』
下
)
所
収
｡

(
31
)

岡
村
繁

『
自
民
文
集
｣
三
に
は
'
｢恩
は
悲
し
み
の
こ
と
か
｡
蝉
馨

の
晋
と
互
文
｣
と
注
す
る
｡

(
32
)

｢思
｣
の
字
は
宋
版
に
よ
る
.
那
波
本
等
は

｢碧
J
に
作
る
｡
｢烏
思
｣

の
語
は
'
よ
り
古
く
南
野
の
上
進

｢別
粛
講
読
詩
｣
に

｢年
深
北
柏
時
'

烏
恩
南
関
園
｣
と
あ
り
､
梁
の
江
掩

｢悼
喜
入
詩
･｢
旨
｣
其

I
に

｢憲

弱
芳
未
空
､
鵬
探
鳥
思
時
｣
な
ど
と
あ
る
O

(
33
)

『重
文
頬
果
』
撃

二
､
歳
時
上
､
秋
｡

(
34
)

陸
機

｢
従
兄
の
専
騎

(将
軍
陸
士
光
)
に
贈
る
｣
詩

(『
文
選
｣
雀

二
四
)
に
'
｢思
烏
有
非
量
目
｣
と
い
う
頬
似
し
た
表
現
も
あ
る
O

(
35
)

筑
摩
書
房
'
中
国
詩
文
遷
'

1
九
七
三
年
.

(
3
)

巴
軍
書
杜
､

l
九
九
〇
年
.

(
37
)

松
浦
友
久
編
著

『漢
詩
の
事
典
』
(大
修
館
書
店
､

一
九
九
九
年
)

六
六
八
頁
参
照
｡

(
38
)

那
訟
行

『爾
雅
義
疏
』
下
之
三
､
揮
轟
の
陳
参
照
.

(
3
)

『中
国
詩
文
論
叢
｣
第
十
四
集
'

1
九
九
五
年
所
収
｡

(
4
)

『群
馬
大
学
紀
要
』
(人
文
吐
合
科
学
編
)
二

1
競
t

l
九
七
二
年
｡

(
41
)

巾
樺
希
男

｢
文
鎮
秘
府
論
校
勘
記
｣
二

(『
群
馬
大
挙
紀
要

人
文

科
学
冨
』
第
卜
四
巻

一
班
､

1
九
六
五
年
)
に
も
'
轍
を
臓
に
誤
る
例

を
指
摘
す
る
.
わ
が

F程
図
集
)
の
な
か
に
も
同
じ
例
の
あ
る
こ
と
､

小
島
憲
之

『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
中

(下
)
I
Jl
(塙
書
房
､

1
九

八
五
年
｡
二
二
三
六
～
七
頁
)
参
照
｡
な
お
本
懐
､
お
よ
び
本
文
に
引

く
中
津
論
文
は
､
善

稿
の
な
か
で
は
ま
だ
指
摘
し
て
い
な
い
O

(
4
)

内
閣
文
障
所
蔵

F管
見
抄
』
第
十
冊
に
も
'
一
李
廿
二
賓
客

一
に
作

る
｡
資
料
を
捕
っ
て
お
-
｡

(
43
)

大
修
郎
書
店
'

1
九
九
七
年
o

(補
注
-
)
口
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所

『
研
究
紀
要
』
第
五

六
耽
､

1
九
九
八
年
所
収
｡

(補
注
-
)
岡
村
繁

『白
氏
文
集
』
三
も
､
筆
者
と
同
意
見
｡


